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平成２８年度第５回（第３２回） 

３市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会  
日時：平成２８年８月６日 PＭ６：３０～ 

場所：桜が丘市民会館    

出席者：別途(衛生組合作成議事録による) 

 

１． 序 

標題の通り平成２８年度第５回会議を開催した。 

 

２． 参考資料 

本日の会議には以下資料を使用した。 

(1)  平成２８年度第５回（第３２回） 

３市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会次第：H28.08.06 

(2)  懸案事項確認表（施設建設の部）：H28.08.06 

(3)  (仮称)３市共同資源物処理施設生活環境影響調査書：H28.07. 

(4)  同上(3)項正誤表 

(5)  (仮称)３市共同資源物処理施設生活環境影響調査書(パワーポイント版) 

(6)  都市施設の都市計画決定スケジュール(一般例) 

(7)  協議会宛クロスフォート玉川上水専任者山崎武(要求・確認事項リスト)  

(8)  環境省一般廃棄物処理実態調査 

(9)  一般廃棄物処理基本計画(平成２６年３月末策定)における容器包装プラスチック 

 移行計画目標：H28.08.06 

 

３． 議事進行 

3.1  生活環境影響調査の日程 

 (1)  ～８／１５の期間まで縦覧する事になっている。 

(2)  調査内容の概略説明 

    上記２(5)項パワーポイント資料により組合から説明された。 

(3)  質疑 

(a)  現況値－推定値との乖離の理解が出来ない。（森口） 

(ⅰ)  騒音は下る方向（業者）→ 新施設と現行施設構造の差 

(ii)  大気は若干上がる方向（業者）P37. 

(iii) 臭気指数は？P39.(森口)→夏場の草木と思われます。（業者） 

                                (ゴミの臭いではない) 

        現状１０以下＜新１０以下と理解。（森口） 

(iV)  あくまでも調査に基づく予測値（業者） 
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 (b) 文書表記の確認（岡田） 

 (i)  脱臭＋VOC 

    P３：活性炭＋光触媒の２表記 

 

    P３９／P４０ 活性炭のみ表記 → 光触媒を入れるべきであった。（組合） 

(ii)  扉＋エアーカーテン 

    P３３：自動扉 や エアーカーテン 

             （及び）→ 一部は自動扉のみ。 

 

(c)  生活環境影響調査とは（今回の報告書）（組合） 

(i)  当地に施設を建設しても大丈夫との目的で実施した報告書である。 

(ii) 又本報告書は地域住民に施設建設を説明する為の資料です。 

 

(d)  P３７の資料（山崎） 

(i) 活性炭のみでの評価 

(ii) 類似施設は：小平／神奈川 

(iii) 寝屋川を参考にすべきではないか？ 

(iV) 八王子も加えるべき（光触媒） 

 

(e)  騒音は「Log 計算」される。（音響で使用する数式） 

     （対数） 

(f)  周波数：可聴周波数帯での測定 

 

(4)  縦覧後の回答 

    個別的な回答はしないが総括的な回答はします。（松本） 

(5)  報告書の内容（邑上） 

    この報告書とは別にもう少し理解出来る資料の作成をお願いしたい。 

 

次回：９月１０日（土）PM６：３０～ 

 

       サイン 

→ 次回宿題（松本） 

業者 


